厳密傾斜投影計算
　　現地で測定された斜距離をＧＲＳ８０楕円体面上の球面距離に投影します。
　　　　　全補正　   ＝ 光路補正（幾何学補正）　＋　速度補正　　考慮
　　　　　屈折係数　 ＝　０．２
　　　　　ジオイド高　＝ ジオイド・モデル（2Kmメッシュジオイド高）より補間計算で求めます。
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１．データ作成　：　データを新規に作成します。　既存のデータは失われます。
・　測点名　　 　 ――　半角１０文字（全角５文字）以内

　　　　　　・　緯度　　　　　 ――　既知点は成果表、新点は地形図等から読み取り
　　　　　　・　経度　　　　　 ――　既知点は成果表、新点は地形図等から読み取り
角度の入力例 （ 35°4′23.″1846 → 35.04231846 ）

　　　　　　・　標高     　　――　既知点は成果表、新点は標高の点検計算より

　　　　　　・　測器高  　　 ――　観測手簿より

　　　　　　・　測器偏心量  ――　本点から偏心点までの比高

　　　　　　・　器械定数　　　――　測距儀の定数　＋　反射鏡の定数

　　　　　　・　斜距離   　　――　現地測定距離（気象補正済み）

　　　　測定距離ごとに「書き込み」でデータファイルへ書き込んでください。
　　　　全てのデータを入力したら　「終了」 

２．データ修正・出力　　 ：　入力データを修正・出力します。
３．傾斜投影計算　　　　 ：　厳密傾斜投影計算を行います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計算書中で、ｼﾞｵｲﾄﾞ高＝ ****** は経緯度データが無効領域であることを

示します。

４．計算結果表示・出力　：　計算結果を表示・出力します。
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高低角補正計算
測距の測定線と高低角の視通線が平行でないために
行う補正計算です。

高低差の計算には両差（球差＋気差）を考慮しています。
・ 地球の曲率半径 ＝ ６３７０ｋｍ
・ ｋ ＝ ０．１３３
　測距データ

・ 測距儀高(g) ： 測距儀の高さ

・ 反射鏡高(m) ： 反射鏡の高さ

・ 測定距離(D) ： 測定斜距離

　測距儀側データ

・ 器械高(i1) ： 鉛直角測定時の経緯儀高　　　測距儀高と同じ場合が多いので自動表示します。　　変更可

・ 目標高(f2) ： 鉛直角測定時の目標高　　　 　反射鏡高と同じ場合が多いので自動表示します。　　変更可

・ 高低角(V1) ： 測定した高低角　　　　　　　　 角入力例 （ ＋5°4′23″ → 5.0423 ）
　反射鏡側データ

・ 器械高(i2) ： 鉛直角測定時の経緯儀高

・ 目標高(f1) ： 鉛直角測定時の目標高

・ 高低角(V2) ： 測定した高低角

　計算結果

・ 補正量(x1) ： 高低角の測距測定線に対する補正量

・ 高低角(V’) ： 視準線を測距測定線に直した高低角

・ 高低差(dh) ： ２点間の高低差

　　（注）．腰府は２点の測点番号

　計算書はありません。
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座標による距離・方向角の計算（Ｓ・Ｔ計算）
　　　平面直角座標系で、２点間の距離と方向角を求めます。
　　　　　　　　方向角12  ＝　座標点１～２の球面方向角
　　　　　　　　平面距離  ＝　平面直角座標系上の平面距離
　　　　　　　　球面距離  ＝　基準面上の球面距離
　　　　　　　　方向角21  ＝　座標点2～1の球面方向角
[image: image7.png]


　　　１．計算書無し
　　　　　　　　　　　データ入力 

　　　　　　　　　　　　　座標系 ： ０～１９系 　選択　　　　　０ ： 任意座標系

　　　　　　　　　　　　　１点目のＸ座標 [ Enter ]
[image: image8.png]


[image: image9.png]BLoXY FAT 5

834,
887
428
874
NIt
834
807

887
838
444,
1T
188
.28
280




　　　　　　　　　　　　　１点目のＹ座標 [ Enter ]
　　　　　　　　　　　　　２点目のＸ座標 [ Enter ]
           　　　　 ２点目のＹ座標 [ Enter ]
                　　　　   ↓
　　　　　　　      　　　　結果表示
                     　  │
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　　　　　　　　        　　　　↓
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　　　２．計算書有り
１．データ作成　：　データを新規に作成します。
既存のデータは失われます。

　　　S・Tデータ 手入力

・　測点名　――　半角１０文字（全角５文字）以内

・　　X　   ――　平面直角座標系のＸ座標

・　　Y　   ――　平面直角座標系のＹ座標
　　　　　　最初の点が基点に、２点目から放射計算点になります。
　　　　　　基点の変わり目は、１行開けてください。
　　　　　　入力シート内では、同じ点の「コピー＆ペースト」が可能です。
　　　　　　全て入力したら「書き込み」でデータファイルへ書き込み終了。
　　　S・Tデータ [image: image13.png]==
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座標ファイルより入力
　　　　　　S・Tデータが座標ファイルに登録済みの場合に利用してください。
　　　　　　「座標ファイルより入力」
　　　　　　　　座標ファイルに登録されている全座標点名が表示されます。
　　　　　　　　点名をマウスでクリック入力してください。
　　　　　　　　「ソート」

　　　　　　　　　　・ 登録順　――　座標ファイルの登録順に座標を表示します。
　　　　　　　　　　・ 点名順　――　座標名のアルファベット順に座標を表示します。
＊ 手入力が混在する場合は、クリック入力の後に手入力してください。
全て入力したら「書き込み」、「終了」
２．データ修正・出力　　 ：　入力データを修正・出力します。
３．Ｓ・Ｔ計算　　　　　　　 ：　座標による距離・方向角の計算を行います。
４．計算結果表示・出力　：　計算結果を表示・出力します。
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経緯度による距離・方位角の計算（Ｓ・Ａ計算）
　　　　測地学座標　経緯度より２点間の距離と方位角を求めます。
　　　　　　　　方位角12  ＝　経緯度点１～２の基準面上の方位角
　　　　　　　　測地線長  ＝　基準面上の球面距離
　　　　　　　　方位角21  ＝　経緯度点2～1の基準面上の方位角
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　　　１．計算書無し 

　　　　　　　　　　　データ入力 

　　　　　　　　　　　　　１点目の緯度 [ Enter ]　　　　　　入力例 （ 35°4′23.″1846 → 35.04231846 ）
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　　　　　　　　　　　　　１点目の経度 [ Enter ] 

　　　　　　　　　　　　　２点目の緯度 [ Enter ] 

           　　　　 ２点目の経度　[ Enter ] 

                　　　　   ↓
　　　　　　　      　　　　結果表示
                      　 │
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　　　　　　　　        　　　　↓
                  　　　　END
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　　　２．計算書有り
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１．データ作成　：　データを新規に作成します。　　　既存のデータは失われます。
・　測点名　――　半角１０文字（全角５文字）以内
・　緯度　  ――　測地学座標　緯度　　　　　　　入力例 （ 35°4′23.″1846 → 35.04231846 ）
・　経度　  ――　測地学座標　経度
　　　最初の点が基点に、２点目から放射計算点になります。
　　　基点の変わり目は、１行開けてください。
　　　入力シート内では、同じ点の「コピー＆ペースト」が可能です。
　　　全て入力したら「書き込み」でデータファイルへ書き込み終了。
２．データ修正・出力　　 ：　入力データを修正・出力します。
３．Ｓ・Ａ計算　　　　　　　 ：　経緯度による距離・方位角の計算を行います。
４．計算結果表示・出力　：　計算結果を表示・出力します。
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ＢＬ ←→ ＸＹ 変換 

測地学座標　経・緯度　←→　平面直角座標系　ＸＹ座標の変換計算を
行います。
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　　　１．計算書無し
　　　　計算方法を選択します。
　　　　　・　BL → XY 変換

　　　　　・　XY → BL 変換

　　　　平面直角座標系を選択します。
　　　　　・　１～１９　系
データ入力
・　緯度（Ｂ）　――　測地学座標の緯度　　　　　　角度の入力例　（ 35°4′23″1846 → 35.04231846 ）
・　経度（Ｌ）　――　測地学座標の経度

・　　X　   　――　平面直角座標系のＸ座標

・　　Y　   　――　平面直角座標系のＹ座標
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計算結果
・　　X
・　　Y
・　緯度（Ｂ）

・　経度（Ｌ）

・　真北方向角

・　縮尺係数

　　　２．計算書有り
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タブ
データ作成

    タブをクリックすると入力シートが変わりますが、一度に両方のデータは作成できません。

１．BL→XY変換データ作成
データを新規に作成します。　既存のデータは失われます。

・　測点名　　――　半角１０文字（全角５文字）以内
・　緯度（Ｂ）　――　測地学座標の緯度　　　角度の入力例　（ 35°4′23″1846 → 35.04231846 ）
・　経度（Ｌ）　――　測地学座標の経度
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２．XY→BL変換データ作成

データを新規に作成します。　既存のデータは失われます。

・　測点名　　――　半角１０文字（全角５文字）以内
・　　X　   　――　平面直角座標系のＸ座標

・　　Y　   　――　平面直角座標系のＹ座標
　　　[image: image28.png]


座標ファイルより入力
　　　ＸＹ→ＢＬ変換データは座標ファイルに登録済みの座標を入力することができます。
　　　　　　「座標ファイルより入力」
　　　　　　　　座標ファイルに登録されている全座標点名が表示されます。
　　　　　　　　点名をマウスでクリック入力してください。
　　　　　　　　「ソート」

　　　　　　　　　　・ 登録順　――　座標ファイルの登録順に座標を表示します。
　　　　　　　　　　・ 点名順　――　座標名のアルファベット順に座標を表示します。
＊ 手入力が混在する場合は、クリック入力の後に手入力してください。
全て入力したら「書き込み」でデータファイルへ書き込み終了。
２．データ修正・出力　　 　：　入力データを修正・出力します。
３．ＢＬ←→ＸＹ変換計算　：　ＢＬ←→ＸＹ変換計算を行います。
４．計算結果表示・出力　　：　計算結果を表示・出力します。

ＢＬ ←→ ＵＴＭ 変換 

　　　　測地学座標　経・緯度　←→　ＵＴＭ座標系　Ｎ・Ｅ座標の変換計算を行います。
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１．データ作成　：　データを新規に作成します。
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既存のデータは失われます。
ＢＬ → ＵＴＭ変換
・　測点名　　――　半角１０文字（全角５文字）以内

・　緯度（Ｂ）　――　測地学座標の緯度（北緯）
・　経度（Ｌ）　――　測地学座標の経度（東経）
　　　角度の入力例（ 35°4′23″1846 → 35.04231846 ）

ＵＴＭ → ＢＬ変換
・　測点名　　――　半角１０文字（全角５文字）以内

・　　N　   　――　ＵＴＭ座標系のＮ座標

・　　Ｅ　   　――　ＵＴＭ座標系のＥ座標
    タブをクリックすると入力シートが変わりますが、一度に両方のデータは作成できません。
　　　全て入力したら「書き込み」でデータファイルへ書き込み終了。
２．データ修正・出力　　 　　　　：　入力データを修正・出力します。
３．ＢＬ ←→ ＵＴＭ変換計算　：　ＢＬ ←→ ＵＴＭ変換を行います。
                          　　　　　計算範囲 ＝ 北緯、東経
　　　　　　　　　　　　　               　　　　　 　    ３１ ～ ６０ゾーン
４．計算結果表示・出力　　　　　：　計算結果を表示・出力します。
ＵＴＭ図法（ユニバーサル横メルカトール図法）

　日本では 1/25,000 、1/50,000 の地形図の図法として採用されている。
　この図法は地球全体を経度 ６°ごとに６０の帯（ゾーン）に分け、そのゾーンの中央の経線を中央経線として、そのゾーン内をガウス・クリュウゲル図法で投影したものである。
1/50,000 地形図を例にとって説明すると、１つのゾーンの中に中央経線と赤道を基準として経度１５′、緯度１０′の経緯線網を作り、この経緯線網全体を1/50,000の縮尺で平面上に投影したものである。このため同じゾーンの中では、多数の地図をつないだ場合裂け目は生じない。

投影された１枚１枚の地形図の形は理論上全部異なり、また１枚の地形図の図郭を構成する経緯線は互いに直交する曲線となるが、1/50,000以上の縮尺では実用上直線と見なしても差し支えない。
ＵＴＭ座標系の要点
１．投影はガウス・クリュウゲル図法（等角横円筒図法）を経度差 ６°のゾーンについて適用する。
２．各ゾーンの番号は西経 180°～ 174°のゾーンをNo.1とし東回りに増加し東経 174°～ 180°の
　　　　 ゾーンをNo.60とする（国際百万分一の経度の区分と同じ）
３．この図法の適用範囲は緯度80°以下とする。（それ以上は極心図法による）
４．各ゾーンの原点は中央経線と赤道との交点とする。
５．縦軸方向に対する原点の値は北半球に対しては０ｍ、南半球に対しては10 000 000ｍとし北半球では（＋）、南半球では（－）する。
6．横軸方向に対する原点の値は 500 000ｍとし中央経線の東側では（＋）西側では（－）する。
７．原点の線拡大率（縮尺係数）を0.9996とし東西180㎞のところでは１.0000となるようにしてある。
日本付近のゾーン番号
　　ゾーンＮｏ　    範　　囲（東経）   中央経線（東経）
　　　 ５２　　　     126°～ 132°      129°
　　　 ５３　　　     132°～ 138°      135°
　　　 ５４　　　     138°～ 144°      141°
　　　 ５５　　　     144°～ 150°      147°
ＢＬ ←→ メッシュコード 変換
　　　　測地学座標　経・緯度　←→　標準地域メッシュ番号の変換計算を行います。
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１．経・緯度　→　標準地域メッシュ番号の変換 

　　　　任意点の経緯度を入力して、その点が含まれるメッシュコードを
　　　求めます。
    　角度の入力例　（ 35°4′23″18 → 35.042318 ）
[image: image35.png]


２．標準地域メッシュ番号　→　経・緯度の変換
　　　　メッシュ番号を入力して、そのメッシュ図郭の４隅の経緯度を
　　　求めます。
　　　　メッシュの種類を選択します。
　　　　メッシュコードを入力します。
　　　　メッシュ図郭の４隅の経緯度を表示します。
標準地域メッシュと図葉番号
　標準地域メッシュとは、地図に座標方眼線をかけ、この方眼ごとに土地の自然、人文、社会経済等のデータを調査してこれらを地域的に解析することにより各種の国土情報を提供しようとするもの。 

　　１次地域メッシュｺｰﾄﾞ 

　　　　１／２０万地勢図を基準にして図郭の大きさ、「経度差 １°×　緯度差 ４０′」　この図の地球上の位置を 

　　　示す方法として「南端緯度×１．５」、「西端経度―１００」という数字を組み合わせたもの。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３７°２０′
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 　　　　　　　５５　=　３６°４０′×１．５ 
 　　　　　　　３８　=　１３８°―　１００ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３６°４０′
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１３８°　　　　　　　　　　　１３９°
　　２次地域メッシュｺｰﾄﾞ 

　　　　１次地域メッシュを６４等分して ０ ～ ７ までの番号を付け、緯・経の順に組み合わせたもの。
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　　　　図郭の大きさ、「緯度差 ５′×　経度差 ７′３０″」
　　　　1/25,000地形図と同じ　　約 １００ ｋ㎡

　　３次地域メッシュｺｰﾄﾞ
　　　　２次地域メッシュを１００等分して ０ ～ ９ までの番号を付け、緯・経の順に組み合わせたもの。 

　　　　図郭の大きさ、「緯度差 ３０″×　経度差 ４５″」
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約 １ ｋ㎡
メッシュコード → ＸＹ 変換
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　　　平面直角座標系番号と標準地域メッシュ番号を与えて

４隅の図郭のＸＹ座標値を求めます。
　　　　　座標系 ：　平面直角座標系番号（１～１９系）を選択します。
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　　座標の表示 ：  測量座標 　　+X 　　　　 数学座標    +Y
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 +Y                    +X

               　　　　　　　＊　ＸＹの表示が逆になります。

　　メッシュの種類　：　１～３次メッシュコードを選択します。

　　 　入力データ　：　１次メッシュコード [Enter]

２次メッシュコード [Enter]

３次メッシュコード [Enter]
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　　　　　　　　　　　　　　　計算結果　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　左上(2)　　　　　　　　　　　　　　　　　右上(3)

　　　　　　　　　　　　　　・　４隅の座標値

　　　　　　　　　　　　　　・　座標の最小値、最大値
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　左下(1)　　　　　　　　　　　　　　　　　　右下(4)
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現場名￥Mesh_XY.txtへ   　　　　　 　 ：　実行中の現場名のディレクトリの中にテキストファイル

「Mesh_XY.txt」が作成され、その中に計算結果が

登録されます。既にテキストファイルが存在している

場合、ファイルの最後に追加登録されます。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　登録された計算結果を表示します。

座標系座標変換（XY→BL→XY）
平面直角座標系の座標値より隣接座標系への座標変換計算を行います。
１．計算書無し 
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　　　　　元座標系　　　：　　[選択 ]
↓

　　　　　　　変換座標系　　　：　　[選択 ]
↓

元座標 Ｘ　　：　　[ Enter ]
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元座標 Ｙ　　：　　[ Enter ]
↓

　　　　　　　　変換座標　Ｘ

　　　　　　　　変換座標　Ｙ
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２．計算書有り
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――　変換データを作成します。

――　入力データの修正・出力を行います。

――　座標系座標変換計算を行います。

――　計算結果の表示・出力を行います。

――　計算結果の座標コンバートを行います。

――　座標系座標変換の終了

２－１．データ作成　：　データを新規に作成します。

既存のデータは失われます。　（ファイル名を変えて保存しておいてください。）
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元座標系 ：　平面直角座標系（１～１９系）を選択します。
変換座標系 ： 隣接座標系（１～１９系）を選択します。

・　測点名　　――　半角１０文字（全角５文字）以内
・　　X　   　――　平面直角座標系のＸ座標

・　　Y　   　――　平面直角座標系のＹ座標
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「座標ファイルより入力」
現場の座標系が元座標系と同じであれば、座標ファイルに登録済みの座標を

入力することができます。
　　　　　　座標ファイルに登録されている全座標点名が表示されます。
　　　　　　点名をマウスでクリック入力してください。
　　　　　　　　「ソート」

　　　　　　　　　　・ 登録順　――　座標ファイルの登録順に座標を表示します。
　　　　　　　　　　・ 点名順　――　座標名のアルファベット順に座標を表示します。
＊ 手入力が混在する場合は、クリック入力の後に手入力してください。
全て入力したら「書き込み」でデータファイルへ書き込み終了。

２－２．データ修正・出力　　 　：　入力データの修正・出力を行います。
２－３．測地系座標変換計算　：　測地系座標変換計算を行います。
２－４．計算結果 表示・出力　：　変換計算簿の表示・出力を行います。

２－５．座標データコンバート　：　計算結果の座標コンバートを行います。

[image: image59.png]iR

#®T





――　Sima_Formatデータの表示・出力を行います。

――　CSVデータの表示・出力を行います。

（エクセル等の加工データに利用してください。）

――　結果表示の終了

セミ・ダイナミック補正計算
　　セミ・ダイナミック補正とは、プレート運動に伴う定常的な地殻変動による基準点間の歪みの影響を基準点測量で得られた測量結果に補正し、測地成果２０００の元期（１９９７年１月１日）時点における測量成果を求めるための補正です。
適用範囲　　 ■　基本測量　――　全般
■ 公共測量　――　原則として、電子基準点（付属標を除く。）のみを既知点として使用する１級基
準点測量とし、平成２２年（２０１０年）１月１日以降に実施する測量に適用する。
補正の手順
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本ソフト　セミ・ダイナミック補正計算　「SemeDainamic.exe」 の説明
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――　補正前のデータを作成します。

――　入力データの修正・出力を行います。

――　セミ・ダイナミック補正計算を行います。

――　計算結果の表示・出力を行います。

――　セミ・ダイナミック補正計算の終了

１．データ作成

　　　データを新規に作成します。　既存のデータは失われます。
　　　元期→今期データ、今期→元期データとも入力形式は同じです。
元期→今期データ ： 三次元網平均計算前の、既知点（電子基準点）の成果表を入力します。

今期→元期データ ： 三次元網平均計算後の、新点平均計算結果を入力します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　＊ 一度に両方の入力は出来ません。
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入力データの種類
（１）．経緯度入力

測点名　　――　半角１０文字（全角５文字）以内
緯度（Ｂ）　――　測地学座標の緯度

経度（Ｌ）　――　測地学座標の経度 
入力例　（ 35°4′23″1846 → 35.04231846 ）
標高（Ｈ）　――　標高（楕円体高）　　　　　　　　　省略可
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（２）．XY座標入力
座標系　　――　表示されている座標系が使用されます。
測点名　　――　半角１０文字（全角５文字）以内
Ｘ    　――　平面直角座標系のＸ座標

Ｙ    　――　平面直角座標系のＹ座標
標高（Ｈ）　――　標高（楕円体高）　　　　　　　　　省略可
　　　　　データファイル名 ： SemiDynamic.dat
　　　　　座標ファイルより入力
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　　　　　　XY座標入力は座標ファイルに登録済みの座標を入力することができます。

　　　　　　「座標ファイルより入力」
　　　　　　　　座標ファイルに登録されている全座標点名が表示されます。
　　　　　　　　点名をマウスでクリック入力してください。
　　　　　　　　「ソート」

　　　　　　　　　　・ 登録順　――　座標ファイルの登録順に座標を表示します。
　　　　　　　　　　・ 点名順　――　座標名のアルファベット順に座標を表示します。
＊ 手入力が混在する場合は、クリック入力の後に手入力してください。
全て入力したら「書き込み」でデータファイルへ書き込み終了。

２．データ修正・出力

　　 　入力データを修正・出力します。
３．補正計算

補正パラメータより、各成分の補正量算出のためのバイニリア補間計算を行います。

補正パラメータの取得

あらかじめ、「国土地理院ホームページ」より補正パラメータファイルをダウンロードしておく必要が

あります。
最新バージョンを使用してください。年度途中であっても、補正パラメータが更新される場合があり
ます。
　　　　　　　　　「参照」　――　ダウンロードした補正パラメータファイルを指定します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ファイル名 ： SemiDyna2009.par
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正常に読み込んだときのメッセージ
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補正パラメータの適用範囲を表示します。

補正方法

　　　　　　　　・　元期 → 今期への補正　――　元期の既知点（電子基準点）を今期の座標値へ補正します。

　　　　　　　　・　今期 → 元期への補正　――　平均計算された新点を元期の座標値へ補正します。
補正の範囲

　　　　　　　　・　２次元補正　――　経緯度及びＸＹ座標のみ補正します。　　　　　　　　　　標高のデータは省略可

　　　　　　　　・　３次元補正　――　経緯度・標高及びＸＹ座標・標高を補正します。


計算結果

　　　　　　　　計算が正常終了すると計算結果を表示します。

　　　　　　　　無効領域　――　計算をキャンセルします。

・　補正パラメータが４個取得できなかった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　計算領域が海上にある。

経緯度差は(m)単位に換算しています。

４．計算結果表示・出力

　計算結果を表示・出力します。

補正パラメータ
　補正パラメータのグリッドは、３次標準地域メッシュ５個分の大きさであり、３次メッシュコードの末位２桁が　00 , 05 , 50 , 55 に該当する３次メッシュの西南端と一致し、３次メッシュコードから基準位置を秒単位で求めると、緯度、経度それぞれ１５０秒、２２５秒の整数倍になる。

数値データ ： 国土地理院発行　(２００９年１２月４日)　　　　毎年４月１日に更新されます。
　　　　　　 　　　　　　　　１５０秒×２２５秒毎の格子データ

    　    データ数 ： ３次メッシュコード　（１９４５３個分）


　　　　　 ファイル名　：　SemiDyna2009.par 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　225″

ファイルサイズ　：　７６１ kb

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　150″



SemiDyna2009.par ﾌｧｲﾙの内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３次標準地域メッシュ
for SemiDynaEXE    Ver.1.0.0

基準点測量において、プレート運動に伴う定常的な地殻変動量を補正する「セミ・ダイナミック補正」

を支援するための、地殻変動補正パラメータです。

対象エリアは、日本全土（一部離島を除く）が含まれています。

SemiDyna2009.par: 2009年4月1日から2010年3月31日までに行われる測量へ適用します。

ただし、年度途中であっても、補正パラメータが更新される場合があります。

ウェブページ等のお知らせにご注意ください。

補正パラメータ基準年月日：2009年1月1日

補正パラメータ公開年月日：2009年4月1日

※第2～13行は半角100文字以内、それ以外の行は半角39文字です（行末文字は含めない）。

※この行は第15行でなければなりません。空白でない第2～13行が表示されます。

MeshCode 　dB(sec)   dL(sec)    dH(m)

36230600  -0.02711   0.01896   0.06764　　　３次メッシュコード　　緯度　　経度　　標高　の各補正量
36230605  -0.02681   0.01902   0.06531

36230555  -0.02747   0.01871   0.06795

　　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９４５３個
　　：

68422050  -0.00698   0.00845   0.00447

68413700  -0.00705   0.00850   0.00898

68413705  -0.00697   0.00846   0.00649
  [EOF]　         　　　　　　　　　　　　　　データ終了
BLH ←→ ＸＹＺ 変換
経緯度及び楕円体高と地心（三次元）直交座標（Ｘ、Ｙ、Ｚ値）
との相互変換計算を行います。
１．計算書無し 

１-１．ＢＬＨ → 地心直交座標 変換


◎北緯

○南緯

↓

◎東経

○西経

↓

楕円体高（標高＋ｼﾞｵｲﾄﾞ高）　[ Enter ]
｜

↓

　　　　　　　　　　　　Ｘ座標

　　　　　　　　　　　　Ｙ座標

　　　　　　　　　　　　Ｚ座標

　             角度の入力例 （ 35°4′23.″1846 → 35.04231846 ）

１-2．ＢＬＨ ← 地心直交座標 変換

　　　　　　　　　　　　Ｘ座標　[ Enter ]
↓

　　　　　　　　　　　　Ｙ座標　[ Enter ]
↓

　　　　　　　　　　　　Ｚ座標　[ Enter ]
｜

↓

緯　度
経　度
楕円体高

２．計算書有り


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タブ

１．データ作成　：　データを新規に作成します。　既存のデータは失われます。

    　　　　　　　　　タブをクリックすると入力シートが変わりますが、一度に両方のデータは作成できません。

１－１．BLH → XYZ変換
・　測点名　　――　半角１０文字（全角５文字）以内
・　緯度（Ｂ）　――　測地学座標の緯度　　　　南北緯の別有り

・　経度（Ｌ）　――　測地学座標の経度　　　　東西経の別有り

角度の入力例　（ 35°4′23″1846 → 35.04231846 ）

・　楕円体高 ――　標高 ＋ ジオイド高

１－２．XYZ　→ BLH変換 
・　測点名　　――　半角１０文字（全角５文字）以内
・　Ｘ(m)    ――　地心直交座標のＸ座標

・　Ｙ(m)    ――　地心直交座標のＹ座標

・　Ｚ(m) 　  ――　地心直交座標のＺ座標

　　　入力シート内では、「コピー＆ペースト」が可能です。
　　　全て入力したら「書き込み」でデータファイルへ書き込み終了。
２．データ修正・出力　  　 ：　入力データを修正・出力します。
３．BLH ←→ XYZ変換 ：　BLH ←→ XYZ変換の計算を行います。
４．計算結果表示・出力　  ：　計算結果を表示・出力します。
三次元（地心）直交座標系

　地球上の位置の表現方法で、三次元の直交座標系で位置を表現する。

　地球の中心を原点とし、赤道面を基準とする直交座標系を特に三次元（地心）直交座標系と呼んでいる。


　　Ｘ軸 ： 原点から経度０°、緯度０°への方向

　　Ｙ軸 ： 原点から東経９０°、緯度０°への方向

　　Ｚ軸 ： 原点から北緯９０°（北極）への方向

基線ベクトル各成分変換

ＧＰＳ測量で基線ベクトルの閉合差の各成分値（ΔX,ΔY,ΔZ）と水平面に対する値（ΔN,ΔE,ΔU）との

相互変換計算を行います。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タブ

１．データ作成　：　データを新規に作成します。　　既存のデータは失われます。

    　　　　　　　　　タブをクリックすると入力シートが変わりますが、一度に両方のデータは作成できません。
基準とする既知点の値

・　既知点名 ――　半角１０文字（全角５文字）以内     　　測量地域内の任意の既知点
・　緯度     ――　測地学座標　緯度
・　経度     ――　測地学座標　経度　　　　角度の入力例　（ 35°4′23″1846 → 35.04231846 ）
　　　各成分の閉合差

・　測点名 ――　半角１０文字（全角５文字）以内
・　ΔＸ　　 ――　基線ベクトルＸ軸成分の閉合差
・　ΔＹ　　 ――　基線ベクトルＹ軸成分の閉合差
・　ΔＺ　　 ――　基線ベクトルＺ軸成分の閉合差

・　測点名 ――　半角１０文字（全角５文字）以内
・　ΔＮ　　 ――　水平面の南北方向の閉合差
・　ΔＥ　　 ――　水平面の東西方向の閉合差
・　ΔＵ　　 ――　高さ方向の閉合差
　　　　　　　入力シート内では、同じ点名の「コピー＆ペースト」が可能です。
　　　　　　　全て入力したら「書き込み」でデータファイルへ書き込み終了。

２．データ修正・出力　    ：　入力データを修正・出力します。
３．基線ﾍﾞｸﾄﾙ各成分変換 ：　基線ベクトルの各成分変換計算を行います。
４．計算書の表示・出力　  ：　計算結果を表示・出力します。
ジオイド高の計算
　　　経緯度又はＸＹ座標を与えてジオイド・モデルより求点のジオイド高を求めます。
１．データ作成

　　　データを新規に作成します。　既存のデータは失われます。
Area　――　平面直角座標系（1～19系）　　　　　　　　　　変更不可
入力データの種類をクリックすると入力ボードは変わりますが、一度に両方の
データは作成できません。
入力データの種類
（１）．経緯度入力

測点名　　――　半角１０文字（全角５文字）以内
緯度（Ｂ）　――　測地学座標の緯度

経度（Ｌ）　――　測地学座標の経度 
入力例　（ 35°4′23″1846 → 35.04231846 ）
（２）．XY座標入力

測点名　　――　半角１０文字（全角５文字）以内
Ｘ    　――　平面直角座標系のＸ座標

Ｙ    　――　平面直角座標系のＹ座標
　　　　　座標ファイルより入力
　　　　　　XY座標入力は座標ファイルに登録済みの座標を入力することができます。

　　　　　　「座標ファイルより入力」
　　　　　　　　座標ファイルに登録されている全座標点名が表示されます。
　　　　　　　　点名をマウスでクリック入力してください。
　　　　　　　　「ソート」

　　　　　　　　　　・ 登録順　――　座標ファイルの登録順に座標を表示します。
　　　　　　　　　　・ 点名順　――　座標名のアルファベット順に座標を表示します。
＊ 手入力が混在する場合は、クリック入力の後に手入力してください。
全て入力したら「書き込み」でデータファイルへ書き込み終了。

２．データ修正・出力

　　 　入力データを修正・出力します。

３．ジオイド高の計算

ジオイド高算出のための補間計算を行います。

ジオイド・モデル

　　　　数値データ ： ２kmメッシュ（ジオイド高）　国土地理院HPより取得

　　　　　　　　　　　　　１分×１．５分毎の格子データ

　　　　計算出力桁 ： 小数第3位、4位　　　　　選択

　　　　計算開始
入力データが経緯度の場合　→　求点のジオイド高を求めます。

　　　　　　　〃　 　 ＸＹ座標の場合　→　求点の経緯度とジオイド高を
求めます。

  　　　計算の範囲　北緯２０度　～　北緯５０度

  　　　　　　　　　　　 東経１２０度　～　東経１５０度

５．計算結果表示・出力

　計算結果を表示・出力します。

ジオイド高＝999.0000　：　データが無効領域であることを

示します。

ジオイド・モデル
　　　  　数値データ ： ２kmメッシュ（ジオイド高）　　        国土地理院発行

　　　　　　 　　　　　　　　１分×１．５分毎の格子データ

    　    データ数 ： 北緯２０度　～　北緯５０度　（１分×1801個）

    　　　　　　　　　　　 東経１２０度　～　東経１５０度　（１.5分×1201個）


　　　　　 ファイル名　：　最新のデータを国土地理院ＨＰより　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1.5′
取得してください。
ファイルサイズ　：　19.210 Mb　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1′
ジオイド・モデルﾌｧｲﾙの内容（asc形式）
データの並び
  1行目　20.00000 120.00000 0.016667 0.025000 1801 1201 1 ver4.0　　　　データの概要
2行目　000.0000 000.0000 ・・・ 000.0000    28個　　経度120°00′～経度120°27′のｼﾞｵｲﾄﾞ高
3行目　000.0000 000.0000 ・・・ 000.0000    28個　　経度120°28′～経度120°55′のｼﾞｵｲﾄﾞ高
　　：

　　：
　　：

43行目   000.0000 000.0000 ・・・ 000.0000    28個　　経度149°06′～経度149°35′のｼﾞｵｲﾄﾞ高
44行目   000.0000 000.0000 ・・・ 000.0000    25個　　経度149°36′～経度150°00′のｼﾞｵｲﾄﾞ高
45行目　 000.0000 000.0000 ・・・ 000.0000    28個　　経度120°00′～経度120°27′のｼﾞｵｲﾄﾞ高
46行目　 000.0000 000.0000 ・・・ 000.0000    28個　　経度120°28′～経度120°55′のｼﾞｵｲﾄﾞ高
　　：

　　：
　　：
86行目   000.0000 000.0000 ・・・ 000.0000    28個　　経度149°06′～経度149°35′のｼﾞｵｲﾄﾞ高
87行目   000.0000 000.0000 ・・・ 000.0000    25個　　経度149°36′～経度150°00′のｼﾞｵｲﾄﾞ高
　　：

　　：


　　：

　　：

77444行          43行×1801個＋1
[EOF]　         　終了

ジオイド高＝999.0000　：　データが無効領域であることを示します。

成果改正座標補正
　　成果改正座標補正とは、地殻変動などにより現況に適合しなくなった基準点成果を補正パラメータにより変動後の座標・標高補正することです。

――　補正前のデータを作成します。

――　入力データの修正・出力を行います。

――　成果改正座標補正を行います。

――　計算結果の表示・出力を行います。

――　成果改正座標補正の終了

１．データ作成

　　　データを新規に作成します。　既存のデータは失われます。
入力データの種類
（１）．経緯度入力 ：　変動前の測地学座標の経緯度・標高を入力します。

（２）．XY座標入力 ：変動前の平面直角座標系の座標・標高を入力します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　＊ 一度に両方の入力は出来ません。

（１）．経緯度入力

測点名　　――　半角１０文字（全角５文字）以内
緯度（Ｂ）　――　測地学座標の緯度

経度（Ｌ）　――　測地学座標の経度 
入力例　（ 35°4′23″1846 → 35.04231846 ）
標高（Ｈ）　――　標高　　　　　　　　　　　　　　　　省略可
（２）．XY座標入力
座標系　　――　表示されている座標系が使用されます。
測点名　　――　半角１０文字（全角５文字）以内
Ｘ    　――　平面直角座標系のＸ座標

Ｙ    　――　平面直角座標系のＹ座標
標高（Ｈ）　――　標高　　　　　　　　　　　　　　　　省略可
　　　　　データファイル名 ： PatchData.dat
　　　　　座標ファイルより入力
　　　　　　XY座標入力は座標ファイルに登録済みの座標を入力することができます。

　　　　　　「座標ファイルより入力」
　　　　　　　　座標ファイルに登録されている全座標点名が表示されます。
　　　　　　　　点名をマウスでクリック入力してください。
　　　　　　　　「ソート」

　　　　　　　　　　・ 登録順　――　座標ファイルの登録順に座標を表示します。
　　　　　　　　　　・ 点名順　――　座標名のアルファベット順に座標を表示します。
＊ 手入力が混在する場合は、クリック入力の後に手入力してください。
全て入力したら「書き込み」でデータファイルへ書き込み終了。

２．データ修正・出力

　　 　入力データを修正・出力します。
３．補正計算

補正パラメータより、各成分の補正量算出のためのバイニリア補間計算を行います。

補正パラメータの取得

あらかじめ、「国土地理院ホームページ」より補正パラメータファイルをダウンロードしておく必要が

あります。

　　　　　　　　　「パラメータ参照」　――　ダウンロードした補正パラメータファイルを指定します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ファイル名 ： touhokutaiheiyouoki2011.par 


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正常に読み込んだときのメッセージ

　　　補正パラメータの最大取込数は、座標・標高とも300000個まで可



座標パラメータの適用範囲を表示します。


標高パラメータの適用範囲を表示します。

補正の範囲

　　　　　　　　・　２次元補正　――　座標パラメータのみを取り込んだ場合。
　　　　　　　　・　３次元補正　――　座標・標高パラメータの両方を取り込んだ場合。

計算結果

　　　　　　　　計算が正常終了すると計算結果を表示します。

　　　　　　　　無効領域　――　計算をキャンセルします。

・　補正パラメータが４個取得できなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　標高の空白は計算領域外であった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　計算領域が海上にある。

経緯度差は(m)単位に換算しています。

４．計算結果表示・出力

　計算結果を表示・出力します。

補正パラメータ
　補正パラメータのグリッドは、３次標準地域メッシュの大きさであり、３次メッシュコードの西南端と一致し、３次メッシュコードから基準位置を秒単位で求めると、緯度、経度それぞれ３０秒、４５秒の整数倍になる。

数値データ ： 国土地理院発行　３０秒×４５秒毎の格子データ

ファイル名　：　座標パラメータ　touhokutaiheiyouoki2011.par  　(２０11年１0月1４日)　
：　標高パラメータ　touhokutaiheiyouoki2011_h.par 　(２０11年１0月1４日)　 
　    データ数 ： 座標　（１５９４３６個）
標高　（  77940個） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　45″


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　30″



ﾌｧｲﾙの内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                 　　　３次標準地域メッシュ
座標パラメータ　touhokutaiheiyouoki2011.par  　(２０11年１0月1４日)　
for PatchJGD        Ver.1.0.0　 009

2011年3月11日に発生した「平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震」による地殻変動を補正する地域毎の座標補正パラメータです。

対象エリアは、青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県、茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、

千葉県、東京都(島しょ部地域を除く)、神奈川県、新潟県、富山県、石川県、福井県、山梨県、長野県

および岐阜県が含まれます。

ただし、3月11日以降に規模の大きな地震が発生し複雑な地殻変動が観測された福島県、茨城県、新潟県、

長野県の一部の地域を除きます。

また、東京電力福島第一原子力発電所周辺の30km圏内及び計画的避難区域を除きます。

パラメータ公表日：平成23年（2011年）10月31日

注意：この補正パラメータは、水平位置を補正するものです。

標高値の補正にはPatchJGD（標高版）を使用してください。

※第2～13行は半角100文字以内、それ以外の行は半角28文字です（行末文字は含めない）。

※この行は第15行でなければなりません。空白でない第2～13行が表示されます。

MeshCode   dB(sec)   dL(sec)

52365459  -0.00030  -0.00028　　　３次メッシュコード　　緯度　　経度　　の各補正量
52365469  -0.00034  -0.00031

　　　　　：　　　　　　　　　　　１５９４３６個
　　　　　：
62412012  -0.01081   0.01073

62412013  -0.01075   0.01065
[EOF] 　         　　　　　　　 　データ終了
座標パラメータ　touhokutaiheiyouoki2011_h.par  　(２０11年１0月1４日)　

for PatchJGD(H)     Ver.1.0.0　 009

2011年3月11日に発生した「平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震」による地殻変動を補正する地域毎の標高補正パラメータです。

対象エリアは、青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県、茨城県が含まれます。

ただし、3月11日以降に規模の大きな地震が発生し複雑な地殻変動が観測された福島県、茨城県の一部の地域を除きます。

また、東京電力福島第一原子力発電所周辺の30km圏内及び計画的避難区域を除きます。

パラメータ公表日：平成23年（2011年）10月31日

注意：この補正パラメータは、標高値を補正するものです。

水準点の標高値の補正には使用できません。

水平位置補正にはPatchJGDを使用してください。

※第2～13行は半角100文字以内、それ以外の行は半角28文字です(行末文字を含めない）。

※この行は第15行でなければなりません。空白でない第2～13行が表示されます。

MeshCode   dH(m)     0.00000

53396786   0.00695   0.00000　　　３次メッシュコード　　標高の補正量
53396787   0.01028   0.00000

53396788   0.01254   0.00000
　　：　　　　　　　　　　　　　　７７９４０個
　　：

62412011   0.07886   0.00000

62412012   0.07696   0.00000

62412013   0.07536   0.00000
  [EOF]　         　　　　　　　　　データ終了
日本測地系 → 世界測地系 座標変換
　　　　変換ソフト（TKY2JGD国土地理院発行）を使用して、測地系座標変換計算を行います。

――　変換ソフト（TKY2JGD）用のデータ作成を行います。

――　入力データの修正・出力をします。
――　変換ソフト（TKY2JGD）を使用して、測地系座標変換計算を行います。
――　変換結果の表示・出力をします。
――　計算結果の　Ｘ、Ｙ を座標ファイルへ登録します。
――　測地系座標変換の終了

１．変換データ作成


――　座標ファイルに登録してある座標データより作成します。

――　キーボードよりＸＹ座標・経緯度を入力して作成します。

――　データ作成の終了

１－１．座標ファイルより変換データ作成


「参照」

変換手順
１．作業名　　　　　　　　　　　変更可

２．座標系　　　　　　　　　　　変更不可

３．作成ファイル名　　　　　　変更可　　　　　　　　　　　　　　（デフォルト　：　現作業中の現場名￥TCoordData.in）
「参照」で変換ファイルの書き込み場所とファイル名を指定します。

      ファイル名は、既存のファイル名以外の名称を入力します。

４．座標データファイルの内容が表示されます。　　　　　　　　　　　　　　　　現作業中の座標ファイル（Trvxyz.sav）
５．座標データファイルの座標点数全部を変換するように表示されます。必要に応じて黄色くなったテキストボックスを修正して実行してください。
６．「作成開始」で変換データを作成します。
７．「作成データ表示」で変換データを表示します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タブ


１－２．キーボードより変換データ作成

データを新規に作成します。　既存のデータは失われます。
キーボードよりＸＹ座標又は経緯度を入力して作成します。
タブをクリックすると入力ボードが変わりますが、

一度に両方のデータは作成できません。
・　　X　   　――　平面直角座標系のX座標

・　　Y　  　　――　平面直角座標系のＹ座標
・　緯度（Ｂ）　――　測地学座標の緯度

・　経度（Ｌ）　――　測地学座標の経度

・　測点名　　――　半角１０文字（全角５文字）以内
    角度の入力例　（ 35°4′23″1846 → 35.04231846 ）
　　　全て入力したら「書き込み」でデータファイルへ

書き込み終了。
２．データ修正・出力　　 　：　入力データを修正・出力します。
３．測地系 座標変換
　　　　変換ソフト（TKY2JGD国土地理院発行）を使用して、測地系座標変換計算を行います。

　　　　変換ソフトは、国土地理院ＨＰよりダウンロードできます。

「TKY２ＪＧＤ.exe」を参照して

実行してください。

４．変換結果表示・出力　　：　変換結果を表示・出力します。
５．座標ファイルへ登録

　　　　　座標ファイルの登録済み点数と計算された点数を表示します。
　　　　　登録開始Noを指定してください。
　　　　　登録桁　――　小数点以下第（３位 or ４位）を指定してください。

　　　　　点名の変更
同一点名の登録を避けるため、点名の先頭にに半角1文字

 「 ＊ 」 を付す。　（スペースは無視されます。）

　＊ 既設半角１0文字の点名は1点追加されることにより末尾の

1文字が削除されますので注意してください。

　　　　　「OK」で座標ファイルに登録されます。

　　　　＊ 変換計算結果が「経緯度表示」の場合、登録しないでください。
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登録





� EMBED PBrush  ���





� EMBED PBrush  ���





表示





緯　度　[ Enter ]





経　度　[ Enter ]
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タブ
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緯度20°01′　経度1201個のデータ





緯度20°00′　経度1201個のデータ





緯度1801個のデータ





補正量
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GPS観測





計　算





①基線解析


②既知点座標を「元期座標」から「今期座標」に補正する


③点検計算


三次元網平均計算


④新点座標を「今期座標」から「元期座標」に補正する








セミ・ダイナミック補正計算ソフト


「SemeDainamic.exe」の利用





品質評価





成果等の整理品質評価
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